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オレンジリングは、認知症サポーターの証です。「認知症の人を応援します」とい
う意思を示す「目印」で、認知症サポーター養成講座を受けた人に渡されます。
認知症サポーターとは、認知症の人の「応援者」です。特別なことをする人では
ないんですよ。認知症の人や家族を温かく見守る人のことを言います。

認知症はいろいろな原因で脳の細胞が死んでしまったり、働きが悪くなったりす
るために起こる脳の病気によるものです。物忘れがひどくなったり、普段の生活
に支障が出たりします。年齢には関係なく、若い人もかかることのある病気で、
誰でもかかる可能性があるんですよ。
しかし、気持ちや感情はそのまま残っています。周りの人のサポートで、今まで
のようなおだやかな生活を送ることができます。

ぼく、三重県伊賀市の観光大
使、いが☆グリオだぐりよ♪
伊賀市に住んでいる小学校３
年生として、だいすきな伊賀
のふくしのこと、もっと知り
たいぐりっ★

★オレンジリングで、地域にあったかい見守りの輪がひろがるといいぐりね！
ぼくも何かお手伝いできるように、サポーター養成講座を受けてみたいぐりっ！

認知症サポーターは、認知症サポーター養成講座を受けることで認定されます。
サポーター養成講座は、地域や会社など色々なところで開催されています。講座で
は認知症について学び、私たちにできることは何かを考えます。
認知症の人やその家族をサポートするためにも、認知症を正しく知ることはとても
大事なことですね。

へぇ！認知症サポーターってどうすればなることができるぐり？

ねえねえ、オレンジリングって初めて聞いたんだけどなんだぐり？

ところで、認知症って言葉は聞いたことがあるけど、どんな病気なんだぐり？

その㉑「オレンジリングってなんだぐり？」

そうなんだぐりね。僕も認知症になることもあるぐりね…。
認知症サポーターがたくさん増えて欲しいぐり！

認知症は他人ごとではありません。だからこそ、みんなのサポートが大切です。
伊賀市にも認知症サポーターがたくさんいます。やさしく声をかけたり、手を貸し
てくれる人がたくさんいれば、認知症になっても安心して暮らしていくことができ
ますね。
温かい地域をつくること、それは自分たちにとっても住みやすいまちづくりにつな
がっていきます。認知症を正しく知って、自分にできることを考えてみましょう！

 今月お答えするのは
阿山地域センターの福
田有美です。認知症の
人も安心して暮らせる
まちを、みんなでつくっ
ていきましょう！

オレンジリング

★講座は 1時間～1時間半程度で、地域や職場等さまざまな場所で
開催できます。開催ご希望の場合は、日時・会場・参加人数を社協
各地域センターまでご連絡いただければ調整します。
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6月５日

島ヶ原
福祉

センタ
ーで

開催しま
した!

　高齢のドライバーによる交通事故が、全国
各地で発生しています。
　免許返納を促す動きもある中、車がなけれ
ば生活が困難な地域が多い伊賀市においては、
マイカーによる移動手段に頼らざるをえない方もいます。
　そこで、マイカーをより長く安全に使い続けるために、三重ダイハツ販
売は、同社の社会貢献活動として産官学民が連携し、高齢者ドライバーを
サポートする「健康安全運転講座」を 2016 年度よりスタート。伊賀市
社協はその活動の広報や運営等に協力しています。
　健康安全運転講座は、三重ダイハツ販売伊賀上野店内で年２回、地域へ
の出張による講座を年１回程度実施しております。開催日程は、随時社協
広報あいしあおうに掲載させていただきますので、ぜひご参加ください。

健康安全運転講座健康安全運転講座

★体力測定や理学療法士による運動指導

★健康チェックやダイハツスタッフの講話

★運転姿勢の確認や、モニターでの安全
確認、衝突回避支援システム等の体験

死角を考えて
運転するように
なりました。
　 (70代男性 )

視覚記憶チェックは、
自分ではもっと早く
できると思ってたわ。
　　　　(60代女性)

産 官
学 民

ダイハツ
JAF

理学療法士
協会

市
県

警察署

  　地域住民
住民自治協議会
社協

の連携による、いつまでも自由･安全に外出できるまちづくりへの挑戦産 官
学 民

参加者のみなさんの声

　「
医
療
事
務
」
は
、
日
々
の
外
来
患
者
さ
ん

に
対
す
る
「
外
来
医
事
業
務
」、
入
院
患
者
さ

ん
に
対
す
る
「
入
院
医
事
業
務
」、
診
療
費
の

請
求
に
係
る
「
保
険
請
求
業
務
」、
病
院
の
運

営
に
必
要
な「
統
計
業
務
」、診
療
録（
カ
ル
テ
）

等
の
管
理
に
係
る
「
診
療
情
報
管
理
業
務
」

等
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
業
務
を
行
う

院
内
の
部
署
が
「
医
療
事
務
課
」
で
す
。

　
医
療
事
務
課
は
、
課
長
以
下
５
名
の
職
員

と
委
託
職
員
と
い
う
体
制
で
、
患
者
さ
ん
に

少
し
で
も
快
適
に
診
察
を
受
け
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
日
々
の
業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
当
課
の
業
務
の
中
で
最
も
重
要
な
も
の
の

１
つ
に
、
入
院
患
者
さ
ん
や
外
来
患
者
さ
ん

の
診
療
費
の
計
算
及
び
会
計
業
務
が
あ
り
、

今
回
は
、
病
気
や
ケ
ガ
で
高
額
な
診
療
費
が

か
か
っ
た
時
に
負
担
を
軽
く
す
る
制
度
を
紹

介
し
ま
す
。

　
病
気
や
ケ
ガ
の
治
療
の
際
に
力
を
発
揮
す

る
の
が
「
健
康
保
険
証
」
で
す
。
ご
存
知
の

通
り
、
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
る
際
、
健

康
保
険
証
を
示
せ
ば
自
己
負
担
は
一
般
的
に

３
割
（
年
齢
や
所
得
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

健
康
保
険
証
は
必
ず
１
か
月
に
一
度
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）
で
済
み
ま
す
。
た
だ

し
、
入
院
や
手
術
と
も
な
れ
ば
、
３
割
負
担

で
さ
え
数
十
万
か
ら
百
万
円
を
超
え
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
の
た
め
に
知
っ

て
お
き
た
い
の
が
、「
高
額
療
養
費
制
度
」
で

『
医
療
事
務
課
の
ご
紹
介
』

　
　
　
　

上

野総
合市民病院より

　
　
　
　
　
　
伊
賀
市
立
上
野
総
合
市
民
病
院
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
部
医
療
事
務
課
長
　
川
北
　
喜
道
　

す
。
高
額
療
養
費
制
度
と
は
、
ひ
と
月
の
診

療
費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、
定
め
ら
れ
た

上
限
額
を
超
え
た
分
を
払
い
戻
し
て
も
ら
え

る
制
度
。
つ
ま
り
、
診
療
費
の
自
己
負
担
に

は
上
限
額
が
決
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
以
上

は
払
わ
な
く
て
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
入

院
な
ど
で
高
額
の
診
療
費
が
か
か
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
れ
ば
、
加
入
し
て
い
る
公
的
医

療
保
険（「
国
民
健
康
保
険
」や「
健
康
保
険（
社

会
保
険
）」、
高
齢
者
が
加
入
す
る
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」等
）に
事
前
に
申
請
し
て「
限

度
額
認
定
証
」
を
も
ら
っ
て
お
け
ば
、
医
療

機
関
の
窓
口
で
は
、
自
己
負
担
の
上
限
額
ま

で
の
支
払
い
で
済
み
ま
す
。
た
だ
し
、
生
活

す
る
上
で
必
要
と
な
る
「
食
費
」、
患
者
さ
ん

の
希
望
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
「
差

額
ベ
ッ
ド
代
」・「
先
進
医
療
に
か
か
る
費
用
」

等
は
、
高
額
療
養
費
の
支
給
の
対
象
と
は
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
、
診
療
費
は
診
療
報
酬
に
基
づ

い
て
算
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
窓
口
で
診
療

費
を
支
払
っ
た
際
に
お
渡
し
す
る
「
診
療
明

細
書
」
の
内
容
に
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
「
医
療
事
務
課
」
ま
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

伊
賀
市
立
上
野
総
合
市
民
病
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1,369,604,896円
当期末残高

353,008,967円

支出の部
合 計

1,158,902,752円
前期末残高

563,711,111円

収入の部
合 計 介護保険収入

738,086,267円
（63.7%)

経常経費
補助金収入
101,386,705円
（8.7%)
受託金収入
137,709,025円
（11.9%)

その他の収入等
33,462,940円
（2.9%)

障害福祉サービス事業収入
18,832,247円
（1.6%)

会費収入
13,475,300円
（1.2%)

その他の収入
11,459,242円
（1.2%)

寄付金収入
979,995円
（0.1％)

受取利息配当金収入等
855,377円
（0.1%)

事業収入
6,128,384円
（0.5%)

積立資産取崩収入
93,547,270円
（8.1%)

人件費支出
840,969,489円
（61.4%)

事業費支出
144,996,171円 
（10.6%)

事務費支出
49,381,872 円 
（3.6%)

その他の活動による支出
27,039,088円 
（2.0%)

固定資産取得支出
1,917,340円 
（0.1%)

その他の支出等
188,822円 
（0.1%)

平成      年度　 伊賀市社会福祉協議会 決算30

概要版

地域福祉部
伊賀市社会福

         伊賀市社協HP ▼http://www.hanzou.or.jp/

福祉サービス事業部
祉協議会 事業報告

ニート・ひきこもり状態にある方の
居場所「nest」を開設しました。 

　　　　　 　

ココに
注目！！

  

  

 

平成30年

※収入合計＋前期末残高
＝支出合計＋当期末残高
となります。

　去る6月27日に開催された伊賀市社協定時評議員会に
おいて、平成30年度事業報告並びに決算が、それぞれ
承認されました。本来なら、社協広報において事業報告
並びに決算をご報告するのが本意ではございますが、報
告書や決算書が膨大な資料のため、事業概要のみを報告

させていただきます。全文閲覧希望の方は、伊賀市社協
本部・地域センター窓口までお申し出いただくか、伊賀
市社協ホームページをご覧ください。

　 　人生100年時代、誰もが「おひとりさま」に
なる可能性があり、「保証ニーズ」は特定の人
の困りごとではなくなりました。伊賀市社協で
は、保証の意味を広くとらえ、従来の法律や慣
習にとらわれず、保証機能を地域や社会で支え
ることで保証人に頼らない「身元保証」と「終
活」について検討しています。

伊賀市社会福祉協議会トピックス

「我が事・丸ごと」地域共生社会の実現

3事業所／身体介護、生活援助、通院等乗降介助、介護予防事業、障害福祉サービス事業
延べ利用件数 4,400件／延べ訪問回数 59,632回／延べ訪問時間数 53,303時間
7事業所／小規模多機能型居宅介護 1事業所
延べ利用件数 4,889件／延べ利用回数 37,696回／延べ開所日数 2,229日 
3事業所／延べ給付管理件数 12,563件／介護予防支援業務
地域センター地域福祉・介護サービス部門連携会議開催

平成30年度
◆圏域事業
地域福祉体制づくり事業・
協議体コーディネート事業

◆権利擁護支援事業
日常生活自立支援事業
福祉後見サポートセンター事業

法人後見事業　　　　　　

◆就労支援事業
生活困窮者自立支援事業

生活福祉資金貸付事業  　

緊急食料等提供事業

障がい者支援に関する事業

◆法人運営事業
ふれあい・いきいきサロン事業
広報啓発事業 　 　
地域福祉計画推進事業 　
会費事業
福祉団体支援事業 
共同募金配分金事業
市民活動登録斡旋事業
 　
市民活動養成研修事業  　

市民活動組織化育成事業 

地域福祉教育推進事業 
地域福祉防災推進事業
認知症・介護予防教室普及事業

認知症高齢者やすらぎ支援事業
基盤強化計画推進事業

法人運営

地域福祉コーディネーター配置（地域福祉コーディネーター9人、統括コーディネーター３人）
地域福祉ネットワーク会議設置数36地区(新規6地区)／地域アセスメント39地区更新
地域アンケート実施 3地区（八幡・長田・上津）

契約件数 203件
相談件数 延べ 293件／福祉後見人養成研修修了者数 累計252人／福祉後見人候補登
録者数 14人／福祉後見人受任件数 3件
法人後見受任 12件（後見7件、保佐3件、補助1件、監督人1件）

利用者数 43人（子どもの学習支援事業・生活困窮者就労準備支援事業・被保護者就
労準備支援事業・家計相談支援事業） 　
福祉・教育・小口資金相談 154件 新規貸付 10件／離職者支援資金相談 0件／不動産
担保型生活資金相談 2件
相談件数 30人 提供数 30セット／県社協緊急食糧支援事業相談件数 59件 提供数85
セット／県社協緊急物品等支援提供数 4件 8,400円
／みえ福祉の「わ」創造事業就労活動支援件数 212件 170,440円
指定特定相談支援事業  計画者数 100人

サロン数 253団体／延べ開催数 3,509回／延べ参加者数 54,851人
社協だより「あいしあおう」11回 36,000部発行／ホームページアクセス数 112,025件
地域福祉講演会開催 16回／地域福祉活動推進会議開催 3回／プロジェクト会議4回
一般会員20,381世帯／特別会員74口／法人・賛助会員34口／会費総額 13,001,300円
民生委員児童委員連合会・老人クラブ連合会・障害者福祉連盟・遺族会・介護者の会
共同募金総額 12,575,002円／歳末たすけあい募金総額 7,043,289円
登録団体数 173団体 5,654人／アトラクションボランティア59団体／個人ボランティア数 
2,764人／ボランティア相談件数 延べ 2,399件
市民ふくし大学講座（災害ボランティアコーディネーター26人／地域介護サポーター
27人／健康いきいき教室(上野病院) 50人／見守り支援員認定者数966人)
伊賀市食事サービス連絡会(食事サービス276回 延べ12,692食）／いが移動送迎連
絡会／劇団いが悪徳バスターズ／伊賀リフォーム研究会／伊賀音楽療法研究会／いがぐり
プロジェクト
夏休み福祉体験教室参加者 44人／白鳳高校同行見守り支援回数 8回
伊賀市災害ボランティアセンター準災害時体制移行（西日本豪雨水害)、運営委員会 3回
延べ開催回数 836回／延べ受講者数 14,890人／音楽療法 331回5,264人／３Ｂ体操 
198回2,997人／転倒予防 108回1,819人／認知症・介護予防教室 196回4,789人
／地域・家族介護教室 3回21人
やすらぎ支援事業利用回数 295回／やすらぎ支援員習熟研修参加 20人
ふれあいプラザ移転プロジェクト 5回／人事プロジェクト 11回／福祉サービス拠点
整備プロジェクト5回／研修委員会4回／情報委員会4回／地域福祉財源検討部会2回
理事会 6回／評議員会 3回／監事・監査会 4回／地域福祉推進委員会 6地域センター 
21回／苦情件数 16件／安全衛生委員会 36回／防災訓練 30回／指定管理施設 大山
田福祉センター

◆介護保険サービス・自立支援サービス事業

　ニート・ひきこもり状態にある方の「外に出
てみる」からをお手伝いするフリースペース
「nest」を開設。ご自身に合ったプログラムを
一緒に考え、オーダーメイドでサポートしてい
ます。ご本人やご家族からの電話相談や来所面
談にも応じています。　開設場所／上野ふれあ
いプラザ3階(毎週水・金13:30～16:30)

ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾘｰｽ債務
の返済支出
11,551,403円 
（0.8%)

積立資産支出等
293,560,711円 
（21.4%)

伊賀市社協内に
「保証プロジェクト」を立ち上げました。

法人運営部
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1,369,604,896円
当期末残高

353,008,967円

支出の部
合 計

1,158,902,752円
前期末残高

563,711,111円

収入の部
合 計 介護保険収入

738,086,267円
（63.7%)

経常経費
補助金収入
101,386,705円
（8.7%)
受託金収入
137,709,025円
（11.9%)

その他の収入等
33,462,940円
（2.9%)

障害福祉サービス事業収入
18,832,247円
（1.6%)

会費収入
13,475,300円
（1.2%)

その他の収入
11,459,242円
（1.2%)

寄付金収入
979,995円
（0.1％)

受取利息配当金収入等
855,377円
（0.1%)

事業収入
6,128,384円
（0.5%)

積立資産取崩収入
93,547,270円
（8.1%)

人件費支出
840,969,489円
（61.4%)

事業費支出
144,996,171円 
（10.6%)

事務費支出
49,381,872 円 
（3.6%)

その他の活動による支出
27,039,088円 
（2.0%)

固定資産取得支出
1,917,340円 
（0.1%)

その他の支出等
188,822円 
（0.1%)

平成      年度　 伊賀市社会福祉協議会 決算30

概要版

地域福祉部
伊賀市社会福

         伊賀市社協HP ▼http://www.hanzou.or.jp/

福祉サービス事業部
祉協議会 事業報告

ニート・ひきこもり状態にある方の
居場所「nest」を開設しました。 

　　　　　 　

ココに
注目！！

  

  

 

平成30年

※収入合計＋前期末残高
＝支出合計＋当期末残高
となります。

　去る6月27日に開催された伊賀市社協定時評議員会に
おいて、平成30年度事業報告並びに決算が、それぞれ
承認されました。本来なら、社協広報において事業報告
並びに決算をご報告するのが本意ではございますが、報
告書や決算書が膨大な資料のため、事業概要のみを報告

させていただきます。全文閲覧希望の方は、伊賀市社協
本部・地域センター窓口までお申し出いただくか、伊賀
市社協ホームページをご覧ください。

　 　人生100年時代、誰もが「おひとりさま」に
なる可能性があり、「保証ニーズ」は特定の人
の困りごとではなくなりました。伊賀市社協で
は、保証の意味を広くとらえ、従来の法律や慣
習にとらわれず、保証機能を地域や社会で支え
ることで保証人に頼らない「身元保証」と「終
活」について検討しています。

伊賀市社会福祉協議会トピックス

「我が事・丸ごと」地域共生社会の実現

3事業所／身体介護、生活援助、通院等乗降介助、介護予防事業、障害福祉サービス事業
延べ利用件数 4,400件／延べ訪問回数 59,632回／延べ訪問時間数 53,303時間
7事業所／小規模多機能型居宅介護 1事業所
延べ利用件数 4,889件／延べ利用回数 37,696回／延べ開所日数 2,229日 
3事業所／延べ給付管理件数 12,563件／介護予防支援業務
地域センター地域福祉・介護サービス部門連携会議開催

平成30年度
◆圏域事業
地域福祉体制づくり事業・
協議体コーディネート事業

◆権利擁護支援事業
日常生活自立支援事業
福祉後見サポートセンター事業

法人後見事業　　　　　　

◆就労支援事業
生活困窮者自立支援事業

生活福祉資金貸付事業  　

緊急食料等提供事業

障がい者支援に関する事業

◆法人運営事業
ふれあい・いきいきサロン事業
広報啓発事業 　 　
地域福祉計画推進事業 　
会費事業
福祉団体支援事業 
共同募金配分金事業
市民活動登録斡旋事業
 　
市民活動養成研修事業  　

市民活動組織化育成事業 

地域福祉教育推進事業 
地域福祉防災推進事業
認知症・介護予防教室普及事業

認知症高齢者やすらぎ支援事業
基盤強化計画推進事業

法人運営

地域福祉コーディネーター配置（地域福祉コーディネーター9人、統括コーディネーター３人）
地域福祉ネットワーク会議設置数36地区(新規6地区)／地域アセスメント39地区更新
地域アンケート実施 3地区（八幡・長田・上津）

契約件数 203件
相談件数 延べ 293件／福祉後見人養成研修修了者数 累計252人／福祉後見人候補登
録者数 14人／福祉後見人受任件数 3件
法人後見受任 12件（後見7件、保佐3件、補助1件、監督人1件）

利用者数 43人（子どもの学習支援事業・生活困窮者就労準備支援事業・被保護者就
労準備支援事業・家計相談支援事業） 　
福祉・教育・小口資金相談 154件 新規貸付 10件／離職者支援資金相談 0件／不動産
担保型生活資金相談 2件
相談件数 30人 提供数 30セット／県社協緊急食糧支援事業相談件数 59件 提供数85
セット／県社協緊急物品等支援提供数 4件 8,400円
／みえ福祉の「わ」創造事業就労活動支援件数 212件 170,440円
指定特定相談支援事業  計画者数 100人

サロン数 253団体／延べ開催数 3,509回／延べ参加者数 54,851人
社協だより「あいしあおう」11回 36,000部発行／ホームページアクセス数 112,025件
地域福祉講演会開催 16回／地域福祉活動推進会議開催 3回／プロジェクト会議4回
一般会員20,381世帯／特別会員74口／法人・賛助会員34口／会費総額 13,001,300円
民生委員児童委員連合会・老人クラブ連合会・障害者福祉連盟・遺族会・介護者の会
共同募金総額 12,575,002円／歳末たすけあい募金総額 7,043,289円
登録団体数 173団体 5,654人／アトラクションボランティア59団体／個人ボランティア数 
2,764人／ボランティア相談件数 延べ 2,399件
市民ふくし大学講座（災害ボランティアコーディネーター26人／地域介護サポーター
27人／健康いきいき教室(上野病院) 50人／見守り支援員認定者数966人)
伊賀市食事サービス連絡会(食事サービス276回 延べ12,692食）／いが移動送迎連
絡会／劇団いが悪徳バスターズ／伊賀リフォーム研究会／伊賀音楽療法研究会／いがぐり
プロジェクト
夏休み福祉体験教室参加者 44人／白鳳高校同行見守り支援回数 8回
伊賀市災害ボランティアセンター準災害時体制移行（西日本豪雨水害)、運営委員会 3回
延べ開催回数 836回／延べ受講者数 14,890人／音楽療法 331回5,264人／３Ｂ体操 
198回2,997人／転倒予防 108回1,819人／認知症・介護予防教室 196回4,789人
／地域・家族介護教室 3回21人
やすらぎ支援事業利用回数 295回／やすらぎ支援員習熟研修参加 20人
ふれあいプラザ移転プロジェクト 5回／人事プロジェクト 11回／福祉サービス拠点
整備プロジェクト5回／研修委員会4回／情報委員会4回／地域福祉財源検討部会2回
理事会 6回／評議員会 3回／監事・監査会 4回／地域福祉推進委員会 6地域センター 
21回／苦情件数 16件／安全衛生委員会 36回／防災訓練 30回／指定管理施設 大山
田福祉センター

◆介護保険サービス・自立支援サービス事業

　ニート・ひきこもり状態にある方の「外に出
てみる」からをお手伝いするフリースペース
「nest」を開設。ご自身に合ったプログラムを
一緒に考え、オーダーメイドでサポートしてい
ます。ご本人やご家族からの電話相談や来所面
談にも応じています。　開設場所／上野ふれあ
いプラザ3階(毎週水・金13:30～16:30)

ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾘｰｽ債務
の返済支出
11,551,403円 
（0.8%)

積立資産支出等
293,560,711円 
（21.4%)

伊賀市社協内に
「保証プロジェクト」を立ち上げました。

法人運営部
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音
楽
療
法
う
た
お
う
会
を
通
し
て
楽
し
く

健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？
は
じ
め
て
の

方
も
大
歓
迎
！
（
参
加
費
無
料
・
申
込
不
要
）

音
楽
療
法
う
た
お
う
会

《
上
野
会
場
》

　
【
日
時
】
８
月
28
日
（
水
）
10
時
～
11
時

認
知
症
・
介
護
予

防
教
室
の
ご
案
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・
市
民
活
動
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

『
シ
ニ
ア
生
き
生
き
チ
ャ
レ

ン
ジ
教
室
』受
講
生
募
集
！

　
現
役
シ
ニ
ア
の
高
い
就
労
意
欲
と
経
験
・

技
能
を
生
か
し
、
地
域
社
会
の
支
え
手
と
し

て
介
護
現
場
へ
の
就
労
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
繋
が
る
た
め
の
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
９
月
３
日
（
火
）、
５
日
（
木
）、

11
日
（
水
）、
17
日
（
火
）

午
前
10
時
～
16
時
（
17
日
の
み
10
時
～
12
時
）

　
　
　
《
※
体
験
学
習
：
ご
希
望
の
２
日
間
》

【
会
場
】
名
張
市
防
災
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
名
張
市
鴻
之
台
１-

２
）

【
対
象
】
三
重
県
在
住
の
概
ね
60
歳
以
上
の

シ
ニ
ア
世
代
の
方
で
、
地
域
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
介
護
現
場
で
働
く
意
欲
を
お

持
ち
の
方
。
又
は
、
介
護
を
学
ぶ
意
欲
を
お

持
ち
の
方
。

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
９-

２
２
７-

５
１
６
０

　
「
後
見
人
の
つ
ど
い
」
は
、
日
頃
の
後
見

活
動
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
不
安
に
感
じ
て

い
る
こ
と
等
を
後
見
人
同
士
で
語
り
合
い
、

専
門
家
の
助
言
を
受
け
、
よ
り
良
い
後
見
活

動
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
日
頃
後
見
活
動
を
し
て
い
て
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
、
困
っ
た
こ
と
、
不
安
に

感
じ
て
い
る
こ
と
の
相
談
に
、
弁
護
士
、
医

師
、
社
会
福
祉
士
な
ど
が
応
じ
ま
す
。
日
頃
、

後
見
活
動
さ
れ
て
い
る
方
で
、
一
人
で
不
安

に
感
じ
て
い
る
方
・
仲
間
づ
く
り
を
し
た
い

方
、
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】
８
月
22
日
（
木
）
13
時
～
15
時

【
場
所
】
名
張
市
役
所
４
０
４
会
議
室　

【
対
象
者
】
後
見
人
も
し
く
は
被
後
見
人
が

伊
賀
市
・
名
張
市
の
方

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
方
法
】
８
月
16
日（
金
）ま
で
に
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】　

後
見
人
の
つ
ど
い
の
ご
案
内

　
令
和
元
年
５
月
24
日
（
金
）
以
降
、
福
島

県
内
に
お
い
て
社
会
福
祉
協
議
会
を
装
う
不

審
電
話
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
き
ま
し
て

は
、
犯
罪
目
的
で
家
族
構
成
な
ど
個
人
情
報

を
探
る
「
ア
ポ
電
」（
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト

電
話
）
の
可
能
性
が
あ
る
と
み
て
県
警
に
連

絡
す
る
と
と
も
に
、
各
市
町
村
社
協
を 

通
じ

て
注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
高
知
県
社
協
、
茨
城
県
社
協
、
山

梨
県
社
協
、
四
日
市
市
社
協
か
ら
も
同
様
事
案

が
発
生
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

【
電
話
の
内
容
】 

「
困
り
ご
と
は
な
い
か
」 

、「
調
査
に
協
力
し

て
ほ
し
い
」 

、「
○
○
さ
ん
（
高
齢
者
）
に
電

話
を
代
わ
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど 

　
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
電
話
に
ご

注
意
い
た
だ
く
と
と
も
に
不
審
な
電
話
に
関

す
る
情
報
が
ご
ざ 

い
ま
し
た
ら
、
三
重
県
社

会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
連
絡
先
】

　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
総
務
企
画
部
地
域
福
祉
課

　
☎
０
５
９
‐
２
２
７
‐
５
１
４
５ 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
５
９
‐
２
２
７
‐
６
６
１
８ 

社
協
を
名
乗
る
不
審
電
話

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

若者の職業的自立のための総合相談窓口
いが若者サポートステーションいが若者サポートステーション
～15～39歳までの「働きたい悩みを抱えている人」を支援しています～

★就職相談と各種講座をしています（要予約）★

 
無 料

■住所／伊賀市上野丸之内57-4 センタービル１階
■☎＆Fax／0595-22-0039 ■メール／iga-saposute@npo-en.or.jp
■開所日／月～金曜日 9:00～17:00 (土・日・祝 年末年始は休み)

無料「パソコン講座」開催
【ＰＣ入門  ワード・エクセル・パワーポイント】
●日程　7月8日(月)/10日(水)
　12日(金)/17日(水)/19日(金)
●時間／10:00～15:15

仕事にいかせる‼
＜参加者の声＞コミュニケーション講座から（毎月第２火曜日に開催しています）
・第一印象が６秒という短時間で決まることに驚いた。また、話す内容よりも声の大きさや態
度の方が大事だとわかった。
・知らない尊敬語、謙譲語があったので、勉強して、日常的に正しい敬語が使えるようになり
たいと思った。・コミュニケーションの知識が身についた。
・とてもわかりやすかった。今まであいまいだった部分が埋められたので、自信につながった。
・面接の入室、退室練習が思ったよりできたので、よかった。

★ ハローワーク伊賀 出張相談日／７月１６日(火)・８月２０日(火) 13:00～16:00

　

　
【
場
所
】
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
５
階

　
　
※
駐
車
場
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

《
島
ヶ
原
会
場
》

　
【
日
時
】
８
月
１
日
（
木
）
10
時
～
11
時

　
【
場
所
】
島
ヶ
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
清
流
」

《
青
山
会
場
》

　
【
日
時
】
８
月
９
日
（
金
）
10
時
～
11
時

　
【
場
所
】
青
山
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
教
室
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
地

域
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
伊
賀
市
社
協
本
部
内　

　
伊
賀
地
域
福
祉
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
21- 

９
６
１
１　
Ｆ
Ａ
Ｘ
26- 

０
０
０
２

　
メ
ー
ル　

kouken@
hanzou.or.jp

＊こんばんは＊
今日からできる 簡単手話講座

「夜」と「あいさつ」の手話を
組み合わせて表現します。

①「夜」
手のひらを前に向け
た両手を、顔の前で左
右から交差させる。

②「あいさつ」
軽くおじぎをしながら、
向かい合わせた人差し
指を折り曲げます。

伊賀市健康福祉部障がい福祉課 ☎２２－９６５７

②「あいさつ」軽くおじぎをしながら、向かい合わせた人差し指を折り曲げます。



● 開催場所（順不同）
特別養護老人ホームぬくもり園
特別養護老人ホーム彩四季
かしの木ひろば
老人デイサービスセンター なしのき
デイサービスセンターあおやま森の里
特別養護老人ホーム森の里
グループホーム森の里
特別養護老人ホームいがの里
特別養護老人ホーム福壽園
ひまわりデイセンターふっくりあ
太陽作業所
特別養護老人ホームさわやか園
デイサービスセンターいがのしろ
おおやまだデイサービスセンター鶴寿園
ゆめが丘鶴寿園デイサービスセンター
伊賀総合ケアセンター シルバーケア豊壽園
笑みの里デイサービスセンター阿保
デイサービスセンターうえのやすらぎ
愛の里デイサービスセンター
地域デイサービスセンター岡鼻
小規模多機能型居宅介護しらふじの里
デイサービスセンターしまがはら
おおやまだデイサービスセンター「さるびの」
デイサービスセンター岳の里

●住 所
馬場600番地
市部奥山2611番5
上野寺町1184-2
朝屋 739-2
腰山1135
腰山1135
腰山1135
愛田 550
西山 1650
緑ケ丘南町3948-16
四十九町 2107
山出2220-10
山出2220-10
真泥2066
ゆめが丘2丁目1-3番地
久米町872-1
阿保 219
上野忍町2447番地の1 
愛田 513番地
柘植町4613番地 
山畑1578番地 
島ヶ原4743番地　
上阿波2953番地 
高尾2450

●実施日
平日
7/22～8/16,26,27(平日)   2
平日
平日 (月曜除く )
7/22～7/24
平日
7/22～26,8/5～9
平日（水曜除く )
8/8
7/22～8/9,8/20～27(平日)

火・木・金
平日
平日
平日
平日
平日
平日
平日
7/29～8/9 
平日
平日
平日
平日（火曜除く）
7/23～8/9,8/20～27の火・木・金

●人数
2

3
5
2
4
2
3
3
2
5
2
2
3
4
各事業所1
3
3～4
2
1
3～4
2
2
2

●対象
小・中・高・一般
小（4～6）・中・高・一般
小・中・高・一般
小・中・高・一般
小学６年・中
小（5～6）・中・高・一般
一般
小・中・高・一般
中・高
小・中・高・一般
小・中・高・一般
小・中・高・一般
小・中・高・一般
小（4～6）・中・高・一般
小（5・6）・中・高・一般
小・中・高・一般
小・中・高・一般
小・中・高・一般
小（3～6）・中・高・一般
小（4～6）・中・高・一般
小・中・高・一般
小・中・高・一般
小（4～6）・中・高・一般
小

夏夏
みみ休休

主催／伊賀市社会福祉協議会・共催／伊賀市社会福祉法人連絡会

参加者募集 !!
2019年度

伊賀市社会福祉協議会
各地域センター申込先

●参加対象者／小学生、中学生、高校生、一般参加
者等（施設によって異なります）
●内容／施設利用者とともに、レクリエーション活
動やふれあい交流を行います。
●参加申込／すでに学校単位での申込を受け付けて
います。参加枠に余裕のあるプログラムのみ参加が
可能です。希望施設のある社協地域センターに、実
施日や空き状況をご確認の上お申し込みください。
特に指定日のない施設は期間中複数日の受入が可能
ですので希望の日をご相談の上お選びください。

★申し込みの際に、学校名、氏名、学年、性別、電
話番号、交通手段を確認いたしますが、個人情報に
関しましては、緊急連絡以外には使用いたしません。
★各施設での体験により知り得た個人情報に関して
は決して口外しないことをお約束いただけることを
条件にご参加いただきます。
★送迎等はございませんので、保護者により送迎を
お願いします。

★地域を基盤とした福祉教育
の一環として、多くの児童・
生徒および地域住民が、市内
の介護施設等を訪れることに
より、ふれあいの体験を通し
て福祉を身近に感じるきっか
けとして実施します。

実施期間／令和元年 7 月 2２日（月）
           ～８月２7日（火）
実施場所／伊賀管内の福祉施設

7 No.162 　　7 月号



数字で見る伊賀市の福祉自分達が調理したお弁当を、色々なボランティアグルー

プ並びに民生委員さんにご協力いただきながら活動をしております。「折り紙ボ

ランティア」には、毎月１回弁当に華を添える作品を提供してくれています。

お弁当の搬送は、「仕事人　福祉の里」に民生委員さんのお宅までお願いし、民

生委員さんには見守り活動を兼ねて、利用者のお宅まで配達いただいておりま

す。

これらそれぞれの活動がつながって、食事サービス事業を続けていけるよう、

これからも一丸となって頑

張っていきたいと思いま

す。

※集計処理の関係で前々月末日時点の数値です。
※伊賀市の人口は外国人住民を含めた数です。
※ 65 歳以上の高齢者及び高齢化率には外国人住民
も含まれています。
※ 75 歳以上の高齢者及び後期高齢化率には外国人
住民も含まれています。
※ 75 歳以上の高齢者の全人口に占める割合を後期
高齢化率と表記しています。
※介護保険認定者数は要支援・要介護認定者数です。

この広報誌は、社協会費、有料広告費等により発行しております。   No.162  　　7 月号  8

編
集
後
記

伊賀市の人口
65歳以上の高齢者
高齢化率
75歳以上の高齢者
後期高齢化率
介護保険認定者数（施設・在宅）

	 ９１，６３０人（－73人）
　２９，６２３人（－18人）

　　３２．３％（±0.0％）
１５，８６８人（＋2人）

１７．３％（±0.0％）
６，１８８人（＋33人）

編集・発行　　　　　社会福祉法人 伊賀市社会福祉協議会

● 伊賀市社会福祉協議会ホームページ ●　 http://www.hanzou.or.jp/
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あなたのまちのふれあい・いきいきサロン（149）
如月会サロン

メンバー数／ 13 名
開催場所／霧生中部地区公民館
開催頻度／月１回　

　青山にある霧生中部地区では、平成２１年６月からサロンが開催され
ています。名前をつけた時期が２月だったことから、このサロンのこと
を「きさらぎ会」と呼んで慣れ親しんでいます。
　月１回の開催で、参加者の平均年齢が約８０歳と高齢なこともあり、
サロンの内容はもっぱらおしゃべりが中心となっていますが、「毎月の“お
ばあさん会”を楽しみにしている」という参加者のみなさんの声を励みに、
それぞれの負担にならない内容を考えて行っています。今年は何年か振
りに、見事なしだれ桜を眺めながらの昼食会を開催。当日はとても天気
がよく、元利用者の方にも声を掛け、久しぶりに大勢が顔を合わせて楽
しいひとときを過ごしました。また利用者からは、「運動もしないと・・・」
という声もあり、去年の１２月からは月曜と木曜に有志で声を掛けあっ
て、ゲートボールともグラウンドゴルフとも言えない、とにかくスティッ
クで球を打ち転がすゲームを楽しんでいるとのことです。
　代表者の奥井美紀さんは、「日々の生活の中での楽しみとなるような集
まりにしたい。また、体力づくりにも目を向けた取り組みも取りいれて
いきたい。」と話してくれました。
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本
部・上
野

〒518-0869 
伊賀市上野中町2976番地1 上野ふれあいプラザ３階
TEL：0595（21）5866／FAX：0595（26）0002
Eｰmail：info@hanzou.or.jp（本部） ueno@hanzou.or.jp（上野地域センター）

〒519-1413
伊賀市愛田513番地 いがまち保健福祉センター「愛の里」
TEL：0595（45）1012／FAX：0595（45）1050
Eｰmail：iga@hanzou.or.jp

〒519-1711
伊賀市島ヶ原4743番地 島ヶ原福祉センター「清流」
TEL：0595（59）3132／FAX：0595（59）3145
Eｰmail：shimagahara@hanzou.or.jp

〒518-1313
伊賀市馬場1128番地の1　阿山保健福祉センター
TEL：0595（43）1854／FAX：0595（43）1577
Eｰmail：ayama@hanzou.or.jp

〒518-1422
伊賀市平田656番地の1　大山田福祉センター
TEL：0595（47）0780／FAX：0595（46）1165
Eｰmail：ooyamada@hanzou.or.jp

〒518-0226
伊賀市阿保1988の1番地　青山福祉センター
TEL：0595（52）2999／FAX：0595（52）3555
Eｰmail：aoyama@hanzou.or.jp
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数字で見る伊賀市の福祉 令和元年５月３１日現在（前月比）

我
ら
！
ふ
く
し
レ
ン
ジ
ャ
ー

●活動を始めたきっかけ
　「わが家の食卓を充実させ、地域の健康づくりを行う」と食生活改
善推進員の活動は戦後間もなくから全国的に始まり、島ヶ原地域で
も先輩たちが活躍されていました。私たちは、長年地域外で働いて
いましたが、子どもたちの手が離れ、自分の自由な時間も持てるよ
うになり、地域デビューのきっかけはないかと考えていた時に、食
生活改善推進員として研修を受け、4年前から活動を始めました。
●活動内容
　年４回の定例会により、会員自身や家族の食に関する重要性と、
地域住民への周知活動、食生活の改善を広める活動とともに、70
歳前後の男性ばかりで活動している「メンズキッチン」の支援を年
１０回、「子ども料理教室」等の講師、さらには社協が進めている「食
事サービス事業」の担い手としても活動しています。
●今後の抱負
　会員の減少や高齢化などで、市全体への事業の参加などが難しくなっ
てきていますが、引き続き、島ヶ原地域の皆さんの食に関する活動へ
は、今までと変わらず積極的にお手伝いしていきたいと考えています。 No.157

ピーマンクラブ
代表者 川美智代・南出君代
会員数 16 名


